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第１章 事業概要 

 

（１）事業の現況 

 

① 給 水 

供用開始年月日 平成１４年４月１日（法非適用） 

給 水 区 域 平子・熊野地区 

計画給水人口 １５０人 

現在給水人口 ８０人 

有収水量密度 ０.３千 m3／ha 

※ 有収水量密度 ＝ 年間有収水量（9 千 m3）÷ 給水区域面積（30ha(0.3km2)） 

 

② 施 設 

水   源 表 流 水 

施 設 取水施設 取水スクリーン SUS 製 

導水施設 導水管 RRHIVPφ100 L=136m 

浄水施設 原水調整槽 RC 造 W1.2m×L2.0m×H1.5m 

有効容量：3.6m3 

（着水井・原水調整槽一体化構造） 

膜ろ過設備 ﾕﾆｯﾄ数：2 系列、必要膜面積：93.8m2 

膜ろ過水量：56.3m3 

膜ろ過水ポンプ 2 台（予備 1 台） 

洗浄ポンプ 2 台（予備 1 台） 

洗浄ブロワ 2 台（予備 1 台） 

凝集剤タンク 1 槽 

凝集剤注入ポンプ 2 台（予備 1 台） 

浄水池 SUS 造 W2.0m×L1.0m×H1.8m 

有効容量：2.51m3 1 池 

管理棟 RC 造 間口 9.0m×奥行 8.0m 

有効面積：72m3 1 棟 

消毒設備 注入量：0.4 ㍑／日 

注入ポンプ 2 台（予備 1 台） 

排水槽 RC 造 W2.0m×L1.0m×H1.5m 

V=3.0m3 1 槽 

送水設備 Q=0.037m3／min 

H=70m・D=32・Pm=4.5kw 

送水ポンプ 2 台（予備 1 台） 

送水管 RRVPφ75 L=585m 

配水施設 配水池 SUS 造 W4.0m×L5.0m×H4.0m 

有効容量：78.68m3 1 池（2 池割） 

配水管 RRVPφ100 L=2,530m 

施 設 利 用 率 ５７.６６ ％ 

※ 施設利用率 ＝ １日平均配水量 ÷ １日配水能力 × 100 

57.66% ＝ 30.62m3 ÷ 53.1m3 × 100（H27 実績） 
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③ 料 金 

水道料金 ＝ 基本料金 ＋ 従量料金 ＋ 消費税 

日野町上水道事業（法適用）と同一の料金表を使用しています。 

実際は２か月単位での請求となっていますが、下表は１か月料金（税別）で表示

しています。 

料金改定年月日 ： 平成 25 年 4 月 1 日 

（税別） 

口径 
基本料金 

超過料金 1m3 あたり 
基本水量 料金 

13mm 5m3 まで 1,600 円 
6 から 10m3 

100 円 

11m3 以上 

180 円 

20mm 10m3 まで 3,200 円 
11 から 20m3 

100 円 

21m3 以上 

180 円 

25mm 30m3 まで 6,600 円 220 円 

30mm 50m3 まで 12,000 円 240 円 

40mm 110m3 まで 29,600 円 280 円 

50mm 250m3 まで 72,000 円 300 円 

75mm 400m3 まで 115,200 円 300 円 

100mm 700m3 まで 201,600 円 300 円 

 

④ 組 織 

平成２８年度現在 

上下水道課 課長 １名 50 代 

上水道担当 ４名 40 代(1) 30 代(2) 20 代(1) 

内１名は下水道担当を兼務 

下水道担当 ３名 40 代(1) 30 代(1) 20 代(1) 

計 ８名  

・ 上水道担当については、主として 40 代職員１名が会計全般、30 代の下水道

兼務職員が料金全般、30 代職員が工事全般、20 代職員が申請業務を担当して

います。 

・ 町内には３つの水道事業があり、うち簡易水道が占める割合を法適用の上

水道事業と比較すると、計画給水人口で 0.6％、計画給水量では 0.37％と小さ

なエリアであることから、簡易水道での職員給与予算は計上していません。 

 

 

（２）これまでの主な経営健全化の取組 

 

民間活用の状況 施設管理業務委託、検針業務委託、水質検査業務委託 

施 設 統 合 平成１３年度に「平子飲料水供給事業」と「熊野飲料水供給

事業」を統合し、平成１４年度から「平子・熊野簡易水道事

業」として共用開始 

※ 平子・熊野簡易水道事業の創設認可は、平成 12 年 2 月 3 日 
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（３）経営比較分析表を活用した現状分析 

 

以下は、平成２７年度に策定・公表した平成２６年度決算「経営比較分析表」のデ

ータを掲載しています。 

経営比較分析表は、経年比率や類似団体との比較等、複数の指標を組み合わせた分

析を行うことで、今後の経営方針等を検討するものです。 

なお、各グラフに表示している類似団体は、給水人口 2,000 人以下で法非適用の簡

易水道事業の数値となります。（区分 D4） 
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H22 H23 H24 H25 H26
日野町 1,810.42 1,498.49 1,239.49 1,185.46 1,338.82
類似団体 512.74 526.57 523.08 530.83 734.18
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経営比較分析表の総合分析 

 

Ⅰ．経営の健全性・効率性について 

平子・熊野簡易水道事業は、平成１４年度から供給を開始した比較的新しい事業で

あるため、『企業債残高対給水収益比率』では、地方債残高の比率が類似団体と比較し

ても高くなっています。 

この結果、『料金回収率』は低く、『給水原価』が高額となっていますが、地方債の

償還は平成４３年度までとなっていることから、４４年度以降については『料金回収

率』が４５％程度、『給水原価』も５２０円程度となり、類似団体と同水準になること

が予想されます。 

ただし、給水収益が減尐傾向にあること、今後は修繕・更新といった新たな支出が

発生する可能性もあることから、経営改善のための取り組みが必要となります。 

『施設利用率』については、類似団体との差異もなく、シーズン時のキャンプ施設

『グリム冒険の森』の使用水量や、有事の活用も踏まえると、適正規模であると判断

できます。 

また、『有収率』も９０％近くの高い数値を示していることから、適正な管理が出来

ていると判断できます。 

 

Ⅱ．老朽化の状況について 

平成１４年度の供給開始にあわせて管路を布設していることから、法定耐用年数の

４０年で更新するとした場合でも２５年の猶予があり、当面の間、管路を更新する予

定はありません。 

ただし、施設や管路の更新は確実に必要なものとして、今後も計画的な保守管理に

努めていきます。 

 

Ⅲ．全体総括 

町内唯一の浄水場であることから、有事の際の活用も考慮しつつ、次回の更新時に

は、ダウンサイジングやスペックダウン等、現状と異なる形での整備方針も検討して

いく必要があります。 
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（４）給水区域人口および給水区域面積で絞り込んだ類似団体からの分析 

 

３～５頁の経営比較分析表に表示されている類似団体（Ｄ４）は、総務省基準によるも

ので、給水区域人口 2,000 人以下の簡易水道（法非適用）事業の平均値となっています。 

【図表１】のとおり、Ｄ４の平均値と日野町の数値を比較すると、給水区域人口や給水

区域面積に開きが生じていることがわかります。 

ここでは、使用料金の設定や設備投資をより近い規模で分析できるよう、類似団体を３

町に絞ることとしました。 

対象が尐ないため、突出した数値があると平均値が極端に増減するのですが、数値の極

端な増減を含めて、この規模の簡易水道事業の実態であるといえます。 

【図表２】は、４町の平均を 100 とした場合のレーダーチャートになります。 

大きければいいという数値だけではないため、指標ごとに判断基準が異なりますが、

４町の中では概ね平均的な運営状況であると判断できます。 

ただし、突出した数値を差し引くと、当町の企業債残高比率と給水原価は高く、料

金回収率は低くなるため、今後も経営改善のための取り組みが必要といえます。 

 

 

【図表１】 

 

 

 

 

 

 

 

【図表２】 
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第２章 将来の事業環境 

 

 

（１）給水人口の予測 

下表は、平成２７年度に策定した日野町水道事業アセットマネジメント報告書から、

簡易水道の給水人口予測を抜粋したもので、継続的に給水人口が減尐していくものと

予測されます。 

なお、下記の給水人口にはキャンプ施設『グリム冒険の森』を含んでいません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）水需要の予測 

下表は、平成２７年度の実績を参考に、今後１０年間の水需要を予測したものです。 

グリム冒険の森の使用水量は据え置きとし、（１）の人口予測に基づいて２集落分の

需要予測を算出しています。 

今後、給水人口の減尐とともに、水需要についても継続的に減尐していくものと予

測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：人 

単位：㎥ 
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（３）料金収入の見通し 

下表は、平成２７年度の実績を参考に、今後１０年間の料金収入を予測したものです。 

水需要予測と同様に、グリム冒険の森の使用料金は据え置きとし、（１）の人口予測

に基づいて２集落分の料金収入を算出しています。 

簡易水道の使用料金は、日野町水道事業と同じ料金表を使用していますが、給水人

口や水需要の伸びが見込めないことから、料金収入についても継続的に減尐していく

ものと見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）施設の見通し 

平成１４年度に供給開始していることから、建物と管路については、今後１０年間で

の更新予定や新たな布設予定はありません。 

しかし、建物内の電気計装設備等については、耐用年数が短く随時更新していくこと

が必要です。 

下記の表は、ポンプやＵＰＳ等の機械設備の修繕や更新について、今後１０年間の見

通しを予測したものです。ただし、実際の運用では各機械設備の運転時間等を目安とし

て点検を行った後、修繕や更新の判断をしていくことになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：千円 

単位：千円 
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（５）組織の見通し 

日野町は、『日野町上水道事業』、『平子・熊野簡易水道事業』、『甲賀市水道事業』

の３つの給水区域にわかれています。 

うち、『日野町上水道事業』と『平子・熊野簡易水道事業』を日野町で管理して

いますが、簡易水道事業を法適用の上水道事業と比較すると、計画給水人口で

0.6％、計画給水量では 0.37％と小さな区域であることから、簡易水道予算で職員

給与を計上していません。また、今後も簡易水道事業単独で人件費を計上する予

定はありません。 

 

 

 

第３章 経営の基本方針 

 

平子・熊野地区簡易水道は、平成１４年度から供給開始した比較的新しい事業である

ことから、当面は新たな投資計画はありません。また、耐用年数の短い計装機器等につ

いては、定期点検を実施することにより常に状況を把握することで、機器の故障を未然

に防ぎ、部品交換等の簡易な修繕対応を基本として長寿命化に取り組みます。 

将来の管路更新等については、単年度に更新費用が集中することがないよう、平準化

に取り組みます。 

現在も検針等の外部委託については、上水道事業とあわせて発注することでスケール

メリットによる単価抑制を図っていますが、その他の委託が必要と判断した場合につい

ても、既存の枠にとらわれない運用を検討していきます。 

給水人口、水需要ともに減尐傾向であることから、料金収入についても減収していく

ことが予測されます。今後も、安全で安心な水道水供給を継続していくため、効率化や

料金水準等を検討した上で、財政計画を策定し、計画的な維持管理及び経営改善に取り

組みます。 

また、上水道事業との統合の有無については、平成３１年度に策定予定の上水道事業

経営戦略とあわせて検討することとし、あわせて、簡易水道経営戦略の進捗管理や見直

しを実施することとします。 

 

 

 

第４章 投資・財政計画 

 

（１）投資・財政計画（収支計画） 

１０頁のとおり 
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（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当っての説明 

 

① 収支計画のうち投資についての説明 

 

【目 標】 

１０頁の投資・財政計画について、支出の６０％は簡易水道事業創設にかかっ

た地方債の元利償還金の返済が占めています。 

また、簡易水道事業からは人件費を支出していないことから、元利償還金以外

では、電気料金や修繕費といった維持管理のための必要最低限の支出を計上して

いることになるため、支出を抑制することは困難といえます。 

なお、投資・財政計画の期間となる１０年間では大規模な投資予定はありませ

んが、将来の見通しとして、管路を耐用年数で更新するとした場合２６年後には

区域内全ての管路が更新対象となるため、更新費用が単年度に集中しないよう、

更新年度の平準化も含めて計画的な維持管理に努めます。 

 

〔民間の資金・ノウハウ等の活用〕 

□  当事業の経営規模だけでは、民間委託によるメリットを期待することはで

きませんが、日野町上水道事業との統合や近隣市町との連携等、様々な手法

を検討する中で、活用できるものがあれば取り入れていきます。 

なお、現在、外部委託を行っている施設管理業務、検針業務、水質検査業

務については、上水道事業とあわせて発注することで、スケールメリットに

よる単価抑制を図っています。 

 

〔施設・設備の統廃合(ﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ)及び合理化(ｽﾍﾟｯｸﾀﾞｳﾝ)について〕 

□  当簡易水道事業は、旧飲料水供給施設を統合して創設したものであるため、

現段階で新たな統廃合の計画はありません。 

□  現在の施設利用率の平均は５０％強の数値となっていますが、キャンプ施

設『グリム冒険の森』のシーズン時には施設の最大配水量が必要となるため、

ダウンサイジングは検討していません。 

□  今後１０年間の計画では更新時期が到来しないため、現状でスペックダウ

ンの予定はありませんが、ろ過設備の更新時には、災害時に備えた移動可能

なろ過設備を導入すること等も考えられます。 

 

〔施設・設備の長寿命化、投資の平準化について〕 

□  耐用年数の短い計装機器やポンプ等については、定期点検の実施により常

に状況を把握することで、機器の故障を未然に防ぎ、部品交換等の簡易な修

繕対応を基本として長寿命化に取り組みます。 

□  建物や管路については、更新費用が単年度に集中しないよう、更新年度の

平準化も含めて計画的な維持管理に努めていきます。 

 

〔広域化について〕 

□  日野町上水道事業との統合について 

日野町では、簡易水道事業と上水道事業の２つの事業を管理しています。 

日野町上水道事業は、昭和３３年に創設していますが、当町周辺が粘土質

系の不透水層に覆われた地質で地下水に恵まれず、慢性的な水不足に苦慮し

ていたこと、また、水質も鉄分が多くマンガンを含んでいることから、安定

した水源を確保するため、昭和６２年に滋賀県企業庁の水道用水供給事業か

らの受水に切り替えています。 
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一方で、水源を確保することができた平子・熊野地区については、それぞ

れの飲料水供給施設を日野町簡易水道事業に統合することを選択した経過が

あります。 

将来、簡易水道事業で計画的な更新を実施していくためには、事業統合の

検討は必須となりますが、上水道事業区域についても、地形的要素から加圧

所等、多くの施設を有しており、給水人口規模を踏まえると、どうしても給

水原価が高くなるという課題を抱えています。 

上水道事業と簡易水道との統合には慎重な議論が必要となるため、平成 31

年度に策定予定の上水道経営戦略とあわせて検討することとなります。 

□ 近隣市町との連携について 

具体的な統合の協議には至っていませんが、下記の協議会等を通じて近隣

市町との話し合いや合同研修会が開催されています。 

・中部広域用水供給事業連絡協議会（２市２町） 

・滋賀県湖南水道用水供給事業連絡協議会広域化勉強会（企業庁・受水市町） 

・滋賀県水道事業の広域連携に関する協議会（県内の水道事業体） 

 

〔防災・安全対策について〕 

□ 当町の上水道事業区域が全て県水受水となっているため、有事の際には町

内唯一の浄水場である熊野浄水場が給水拠点施設となる可能性もあるため、

適正な維持管理に努めます。 

今後１０年間で管路を更新する予定はありませんが、次回更新時には耐震

性のあるポリエチレン管の採用等も検討します。 

なお、有事に備えた計画としては、日野町地域防災計画に基づき「日野町

水道事業危機管理計画」を策定しています。 

また、復旧体制や手順、方法をあらかじめ定めておくことで、速やかにか

つ適切な復旧活動を行えるよう「日野町水道事業危機管理対応マニュアル」

を策定しています。 

 

② 収支計画のうち財源についての説明 

 

【目 標】 

大きな更新もなく、元利償還金以外の支出が抑制されている間に、将来の更新に備

えた事業計画が必要となるため、平成３１年度に策定予定の上水道経営戦略とあわせ

て簡易水道のあり方を検討します。 

 

〔財源の積算の考え方〕 

□ 区域内にグリム冒険の森があることから、シーズン時には１日最大配水量

近くの需要がありますが、給水区域人口が８０名と小さな区域であることか

ら、料金収入は収入全体の１７％程度となり、一般会計からの繰入に依存し

ていることになります。 

今後１０年の積算にあたっては、グリム冒険の森分を据え置きとし、７頁

の人口予測から料金収入を設定しています。また、繰入については、２７年

度決算時の基準を採用しています。 

 

〔料金や資産の有効活用〕 

□  現在、遊休施設が存在しないため、財源に直結する有効活用は検討してい

ませんが、町内唯一の浄水場であることから、災害時の給水拠点となる可能

性も踏まえた更新計画を策定する必要があります。 
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参 考 

 

□ 法適用事業に移行した場合の費用等 

現在、日野町簡易水道事業は法非適用事業を選択していますが、法適用事業に移行

した場合、収益に長期前受金戻入、費用に減価償却費を計上することとなります。 

下記は、仮の資産台帳を作成し、法適用化した場合に発生する長期前受金戻入と減

価償却費等について、平成２７年度末現在で見積もったものとなります。 

仮の資産台帳なので参考数値となりますが、１０頁の投資・財政計画とあわせてみ

ることで、将来の投資や事業統合等も含め、違う角度からの分析も可能となります。 

 

 

【損益計算書】 

営業費用   減価償却費   ６，２５４，７００ 

営業外収益  長期前受金戻入 ２，３３７，１２５ 

 

【貸借対照表】 

有形固定資産 

イ．土  地                    ３，９８６，２１６ 

ロ．建  物      ３５，８３１，５３８ 

減価償却累計額   １３，０６０，５９０   ２２，７７０，９４８ 

ハ．構 築 物    ２５４，３２６，７５２ 

減価償却累計額   ７５，３４２，９０８  １７８，９８３，８４４ 

二．機械及び装置    ２５，８０１，００４ 

減価償却累計額   ２４，３５５，４５５    １，４４５，５４９ 

 

有形固定資産合計              ２０７，１８６，５５７ 

 

 

 


